
「オンライン診療に伴う緊急避妊薬の調剤に
関する研修会」補足資料

【令和７年２月改訂版】



【２.オンライン診療の適切な実施に関する指針と緊急避妊
薬の調剤について】の修正点

DVDのスライド・配付資料から内容に変更がありますので、
受講者の方にご案内ください。



薬剤師が知っておくべきこと…詳しくは後の講義で

➢ 本研修会を受講・修了した薬剤師は厚生労働省の公表するリストに掲載
される。

…修了証は全国で有効。情報に変更があった場合は薬局が所在する都道府県の都
道府県薬剤師会に変更届を提出すること。

➢ オンライン診療を行う医師や患者が同リストを閲覧し、薬局に直接連絡
がある。

➢ その際に、先発医薬品もしくは後発医薬品の希望、対応が可能な時間帯
等、予め調整する必要がある。

➢ 対面で確実に服薬させ、患者に寄り添った服薬指導を心掛ける。
➢ 患者からの聞き取りで性犯罪被害者であることが分かった場合には、ワ
ンストップ支援センター等を紹介する必要があるため、自薬局周辺の情
報について予め入手しておくこと。

➢ 患者は、３週間後に対面で産婦人科の診療を受けることとされている。
厚生労働省では対面診療が可能な産婦人科一覧を公表しており、３週間
後に受診する医療機関を決めていない患者への情報提供に役立てたい。

…オンライン診療は産婦人科医もしくは研修を受けた産婦人科以外の医師が実施
する。３週間後の対面での産婦人科診療は、オンライン診療を実施した医師の
場合もあれば、そうでない場合もある。
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オンライン診療に伴う
緊急避妊薬の調剤

対面診療
（院内処方）

対面診療
（院外処方）

参考：オンライン服薬指導

基づく法律、
指針等

オンライン診療の適切な実施に
関する指針

医師法 医師法、
薬剤師法等

薬機法

服薬指導の
対象となる

処方箋

オンライン診療に伴う処方箋
（自費）

院内処方箋
（自費）

院外処方箋
（自費）

処方箋の取扱

医療機関から患者が希望する
薬局にFAX等により処方箋情報
を送付。その後処方箋原本を
薬局に医療機関が郵送。薬局
では原本が届くまではFAXを処
方箋として調剤が可能

院内処方箋
（自費）

院外処方箋
（自費）

医療機関から患者が希望する
薬局にFAX等により処方箋情報
を送付。その後処方箋原本を
薬局に医療機関が郵送。薬局
では原本が届くまではFAXを処
方箋として調剤が可能

薬剤の配送

配送は想定されておらず、薬剤
師の面前で服用する

多くの医療機関
では、医師の面
前で服用

配送は想定され
ていない

患者への薬剤の配送可能（注）
※早急に授与する必要のある薬剤、麻
薬・向精神薬や覚醒剤原料、放射性医薬
品、毒薬・劇薬等流通上厳格な管理を要
する薬剤等については、適切な配送方法
を利用する、薬局の従事者が届ける、患
者又はその家族等に来局を求める等、工
夫して対応する。

服薬指導を
行う薬剤師

研修を修了している薬剤師 取り決めなし 取り決めなし 薬歴管理が適切に行われるた
めに、オンライン服薬指導は、
患者の意向の範囲内で、かか
りつけ薬剤師・薬局により行わ
れることが望ましい

参考：緊急避妊薬に関する取扱いの相違点について

（注）医薬品の特性に鑑みて、オンライン服薬指導が適切であるかどうかは慎重に判断する必要がある。



【４－（２）患者対応等について】の補足情報

DVDのスライド・配付資料の内容に補足及び変更がありま
すので、受講者の方にご案内ください。
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レボノルゲストレル錠添付文書の変更
（資料「患者対応等について」 P16）

改訂の概要 1. 「特定の背景を有する患者に関する注意」の「生殖能を有す
る者」の項から、妊娠していないことを確認する方法の例示
（内診、免疫学的妊娠診断等）を削除する。

2. 「生殖能を有する者」の項における注意喚起（可能な限り避
妊効果の高い経口避妊薬などを用いること、適切な避妊手
段を指導すること）を「重要な基本的注意」の項に移行する。

3. 「妊婦」の項の胎児への影響に関する記載について、他の黄
体ホルモン製剤のリスク情報として記載の整備を行い、「そ
の他の注意」の項を新設し、移項する。

4. 「妊婦」の項に、既に成立した妊娠には本剤の有効性が期待
できない旨を追記する。

5. 「妊婦」の項に、本剤を投与しても妊娠した場合の児の奇形、
流産等の発現割合は、非投与の場合と比較して差は認めら
れなかった報告がある旨を追記する。

改訂年月日：令和４年２月３日（ノルレボ錠1.5mg及びその後発品（レボノルゲストレル錠1.5mg「F」 ） ）



避妊に関係する
略語・慣用語

➢LNG：レボノルゲストレル

➢EC：Emergency Contraceptive（緊急避妊法）

➢ECP：Emergency Contraceptive Pills（緊急避妊薬）

➢UPSI：Unprotected Sexual Intercourse（避妊せず

に行われた性交または避妊手段が適切かつ十分でなか

った性交）

➢OC（オーシー）：Oral Contraceptives（低用量ピル

：経口避妊薬）

➢LEP（レップ）：Low dose Estrogen Progestin（低

用量ピル：月経困難症や子宮内膜症の治療薬）

➢IUD/IUS：Intrauterine Device／Intrauterine 

System（子宮内避妊具／子宮内避妊システム）

➢STI：Sexually Transmitted Infections（性感染症）

➢パイプカット：精管結紮術

➢アウス：人工妊娠中絶 Auskratzung(独)に由来

➢掻把（そうは）：人工妊娠中絶のために子宮内胎児を

体外に掻き出す（かきだす）手術
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研修全体を通してご説明いただきたい点
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連携が想定される施設等

• 近隣で対面診療が可能な産婦人科
厚生労働省ホームページ

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000186912_00002.html

• 地域のワンストップ支援センター
内閣府ホームページ

https://www.gender.go.jp/policy/no_violence/seibouryoku/consult.html

• 婦人相談所および福祉事務所等
厚生労働省ホームページ

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kodomo/kodomo_kosod
ate/dv/index_00023.html

都道府県ごとの情報
になるよう、各都道府
県薬剤師会で適宜
修正してください

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000186912_00002.html
https://www.gender.go.jp/policy/no_violence/seibouryoku/consult.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kodomo/kodomo_kosodate/dv/index_00023.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kodomo/kodomo_kosodate/dv/index_00023.html
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オンライン診療に係る緊急避妊薬の調剤が
対応可能な薬剤師及び薬局の一覧とは

➢ 薬剤師・薬局の一覧は緊急避妊薬を必要とする患者が薬局を
選択するために利用するものであり、オンライン診療を行う医師
も確認する

➢ これまで、薬剤師・薬局の一覧が正確ではないケースが確認され
ている

住所・連絡先…空欄、不備、自宅住所と思しきものも

氏名…異動した薬剤師の名前が記載されたまま

誤った情報が掲載されていると、国民・医療関係者からの信
頼を失いかねない

→薬局では確実な在庫をお願いするとともに、異動や在庫
等、薬局情報に変更があればすぐに報告を！
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